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第 1 章

ケーブル管理

ケーブル管理キットによって、ケーブルを順序正しく整理して管理することができま
す。このキットを使用すると、1 人の技術者だけでコンポーネントの保守を行うこと
ができます。

このマニュアルは、次の節で構成されます。

■ 1 ページの「工具類」
■ 2 ページの「ケーブルストラップ」
■ 3 ページの「固定ケーブルストラップの取り付け」
■ 6 ページの「保守用ケーブルストラップの取り付け」
■ 10 ページの「ケーブルストラップの使用」
■ 11 ページの「緑のケーブルストラップの取り外し」

1.1 工具類
■ ペンチ
■ ねじ回し (システムの出荷キットに含まれているもの、または同等のもの)
1-1



1.2 ケーブルストラップ
このキットには、システムケーブルを管理するための、6 種類のケーブルストラップ
が入っています (表 1-1)。

1 つのキットで、Sun Fire™ システムの正面の管理に必要なケーブルストラップと予
備のストラップが提供されます。システムの正面および背面のケーブルを管理する場
合は、キットが 2 つ必要です。

次の手順は、Sun Fire システムの正面および背面に対して実行します。ストラップに
は、ストラップ ID 番号が印字されています。 

表 1-1 ケーブル管理キットの内容

ストラップ ストラップの
ID 番号

説明 各キットに
含まれる数

黒の管理
ストラップ

3

4

5

15.2 cm (6.0 インチ) の黒のタイラップ付きケーブルハンガー
ストラップ

15.2 cm (6.0 インチ) の黒の小型ケーブルストラップ (0.5 イン
チ幅)

25.4 cm (10.0 インチ) の黒のケーブルストラップ

12

11

16

緑の保守
ストラップ

1

2

6

30.48 cm (12 インチ) の緑のケーブルハンガーストラップ

129.5 cm (51.0 インチ) の緑のバックルストラップ (背面ドアの
保守ストラップ)

14.7 cm (18 インチ) の緑のケーブルストラップ

4

2

6
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1.3 固定ケーブルストラップの取り付け
1. キャビネットドアを開きます。

2. 黒のタイラップ付きケーブルハンガーストラップ (No. 3) をエアプリナムの穴の部分
にタイラップで固定します (図 1-1)。
このストラップは、I/O ボードから垂れ下がっているケーブルをまとめて管理できる
ように、各 I/O ボードの真下に掛けてください。

図 1-1 エアプリナムに付けた黒のタイラップ付きケーブルハンガーストラップ

3. ペンチを使用して、エアプリナムに付けたタイラップの端を切断します。
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4. I/O ボードの真下で、I/O ボードセットのいずれかのケーブルに黒のケーブルスト
ラップ (No. 5) を取り付け、残りのケーブルの周りにストラップを巻き付けて、すべ
てのケーブルを 1 つに束ねます (図 1-2)。
システムコントロール (SC) ケーブルは、束ねずに垂れ下がっている状態にしておき
ます。

注 – 各システムボードのケーブルは、1 つに束ねておく必要があります。これによっ
て、隣接するボードセットのケーブルを乱すことなく、1 つの I/O ボードセットでの
作業および取り外しを容易に行うことができます。

5. 黒のケーブルハンガーストラップに、束ねた 1 組のケーブルと SC ケーブルをそれ
ぞれ垂直に固定します (図 1-2)。
このケーブルハンガーストラップは、手順 2 で取り付けたものです。

6. 電源装置の上部で、1 組のケーブルのいずれかのケーブルに黒の小型ケーブルスト
ラップ (No. 4) を取り付け、残りのケーブルの周りにストラップを巻き付けて、すべ
てのケーブルを 1 つに束ねます (図 1-2)。
SC ケーブルは、システムの正面にあるスロット SB0 またはシステムの背面にあるス
ロット SB9 のケーブルと一緒に束ねます。

7. システムの底部で、2 組のケーブルのいずれかのケーブルに黒のケーブルストラップ 
(No. 5) を取り付け、2 組のケーブルの周りにストラップを巻き付けて、1 つに束ねま
す (図 1-2)。

8. 残りの I/O ボードに対して、手順 3 ～手順 7 を繰り返します。

フル構成のシステムの場合、システムの正面または背面に 9 組のケーブルが縦方向に
掛かっている状態になります。

注 – ケーブルは、コンポーネントの保守の妨げにならないように容易に動かすこと
ができるように、フロアタイルの下で十分なゆとりを持たせておいてください。フロ
アタイルの切り込みの端がとがっていないことを確認してください。端がとがってい
るとケーブルが損傷する可能性があるため、システムからのコンポーネントの出し入
れは慎重に行ってください。

9. フロアタイルの下で、いずれかのケーブルの束に黒のケーブルストラップ (No. 5) を
取り付け、3 つの束の周りにストラップを巻き付けて、1 つに束ねます (図 1-2)。
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図 1-2 黒の固定ストラップ

10. エアプリナムの中央で、2 本の緑のケーブルハンガーストラップ (No. 1) を、エアプ
リナムの穴の部分にタイラップで固定します (図 1-3)。
システムの正面では、スロット SB4 と SB5 の間、およびスロット SB2 と SB3 の間に
このタイラップを取り付けます。システムの背面では、スロット SB11 と SB12 の
間、およびスロット SB13 と SB14 の間にこのタイラップを取り付けます。

図 1-3 エアプリナムに付けた緑のタイラップ付きケーブルハンガーストラップ

No. 5

No. 4

No. 5

No. 3

No. 1
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1.4 保守用ケーブルストラップの取り付け
緑の保守用ストラップは保守専用です。システムに取り付けたまま放置しないでくだ
さい。ストラップは、使用する現場内の決められた場所に保管してください。ここで
は、次のシステムでの取り付け手順について説明します。

■ 4 つのドアの付いたシステム (正面に 2 つ)
■ 2 つのドアの付いたシステム (正面に 1 つ)

1.4.1 4 つのドアの付いたシステム (正面に 2 つ)

1.4.1.1 システムの正面での作業

1. 左側のキャビネットドアの、下から 2 番目および下から 11 番目のねじを外します。

2. 手順 1 で外したねじを使用して、2 本の緑のケーブルストラップ (No. 6) を手順 1 で
空いた穴に固定します (図 1-4)。

内部ドアに傷が付かないように、ねじは 3 回転以上締めないでください。

3. 右側のキャビネットドアの、下から 2 番目および下から 10 番目のねじを外します。

4. 手順 3 で外したねじを使用して、2 本の緑のケーブルストラップ (No. 6) を手順 3 で
空いた穴に固定します (図 1-4)。
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図 1-4 正面ドアの保守用ストラップ

No. 6
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1.4.1.2 システムの背面での作業

各背面ドアの上部クロスバーに取り付ける緑のバックルストラップ (No. 2) のバック
ルが付いた端の長さは約 43.2 cm (17.0 インチ) です。ケーブルの固定に使用するもう
一方の端の長さは約 30.5 cm (12.0 インチ) です。 

1. 緑のバックルストラップ (No. 2) を、左側のキャビネットドアの上部クロスバーのヒ
ンジ側に取り付けます (図 1-5)。

a. ストラップの 43.2 cm (17.0 インチ) の方の端を、バックルを手前に向けてクロス
バーの下から上に通し、その端をバックルに通します。

b. ストラップを緩く固定します。

保守作業中に、ケーブルに適度な張りを持たせて固定できるように、ストラップはド
アのヒンジの近くまで寄せておいてください。

2. 緑のバックルストラップ (No. 2) を、右側のキャビネットドアの上部クロスバーのヒ
ンジ側に取り付けます (図 1-5)。

a. ストラップの 43.2 cm (17.0 インチ) の方の端を、バックルを手前に向けてクロス
バーの下から上に通し、その端をバックルに通します。

b. ストラップを緩く固定します。

保守作業中に、ケーブルに適度な張りを持たせて固定できるように、ストラップはド
アのヒンジの近くまで寄せておいてください。

図 1-5 背面ドアの保守用ストラップ

No. 2
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1.4.2 2 つのドアの付いたシステム (正面に 1 つ)

1.4.2.1 システムの正面での作業

1. プッシュバーが付いている場合は、これを取り外します。

2. キャビネットドアの、下から 2 番目および下から 11 番目のねじを外します。

3. 手順 2 で外したねじを使用して、2 本の緑のケーブルストラップ (No. 6) を手順 2 で
空いた穴に固定します (図 1-6)。

内部ドアに傷が付かないように、ねじは 3 回転以上締めないでください。

4. 付属のつまみねじを使用して、2 つの緑のケーブル管理留め具をキャビネットの右側
の穴に固定します (図 1-6)。

5. 付属のプラスねじを使用して、緑のケーブルストラップ (No. 6) を緑のケーブル管理
留め具の端の穴に 1 つずつ固定します (図 1-6)。

図 1-6 ケーブル管理留め具およびストラップの取り付け

No. 6

No. 6
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1.4.2.2 システムの背面での作業

ドアの上部クロスバーに取り付ける緑のバックルストラップ (No. 2) のバックルが付
いた端の長さは約 43.2 cm (17.0 インチ) です。ケーブルの固定に使用するもう一方の
端の長さは約 30.5 cm (12.0 インチ) です。 

1. 緑のバックルストラップ (No. 2) を、ドアの上部クロスバーのヒンジ側に取り付けま
す (図 1-5)。

a. ストラップの 43.2 cm (17.0 インチ) の方の端を、バックルを手前に向けてクロス
バーの下から上に通し、その端をバックルに通します。

b. ストラップを緩く固定します。

保守作業中に、ケーブルに適度な張りを持たせて固定できるように、ストラップはド
アのヒンジの近くまで寄せておいてください。

2. 付属のつまみねじを使用して、2 つの緑のケーブル管理留め具をキャビネットの右側
の穴に固定します (図 1-6)。

3. 付属のプラスねじを使用して、緑のケーブルストラップ (No. 6) を緑のケーブル管理
留め具の端の穴に 1 つずつ固定します (図 1-6)。

1.5 ケーブルストラップの使用
1. I/O ケーブルの束をエアプリナムの黒のケーブルハンガーストラップ (No. 4) から外

し、フロアタイルの下でたるませたケーブルを引き上げます。

注意 – I/O ケーブルコネクタに過度な力が加わらないように注意してください。

2. I/O ケーブルの束を緑の保守用ストラップで固定します。

ケーブルをしっかりと固定して、エアプリナムパネルを取り扱うために必要なスペー
スを十分に確保します。 

3. システムの保守作業を行います。 
コンポーネントの保守手順については、システムサービスマニュアルの該当する箇所
を参照してください。
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1.6 緑のケーブルストラップの取り外し
緑の保守用ストラップは保守専用です。システムに取り付けたまま放置しないでくだ
さい。ストラップは、使用する現場内の決められた場所に保管してください。ここで
は、次のシステムでの取り外し手順について説明します。

■ 4 つのドアの付いたシステム (正面に 2 つ)
■ 2 つのドアの付いたシステム (正面に 1 つ)

1.6.1 4 つのドアの付いたシステム (正面に 2 つ)

1.6.1.1 システムの正面での作業

1. 緑の保守用ストラップから I/O ケーブルの束を外し、エアプリナム上の黒のケーブル
ハンガーストラップにふたたび固定します。

2. 緑のケーブルストラップ (No. 6) を左側のキャビネットドアに固定している 2 本のね
じを外し、緑のストラップは今後も使用するために保管します。

3. 緑のケーブルストラップ (No. 6) を右側のキャビネットドアに固定している 2 本のね
じを外し、緑のストラップは今後も使用するために保管します。

4. 4 本のねじを、キャビネットドアの元の位置に取り付けます。

5. キャビネットドアを閉めます。

1.6.1.2 システムの背面での作業

ドアの上部クロスバーに取り付ける緑のバックルストラップ (No. 2) のバックルが付
いた端の長さは約 43.2 cm (17.0 インチ) です。ケーブルの固定に使用するもう一方の
端の長さは約 30.5 cm (12.0 インチ) です。 

1. 緑のバックルストラップ (No. 2) から I/O ケーブルの束を外し、エアプリナム上の黒
のケーブルハンガーストラップにふたたび固定します。

2. バックルを外して、左側のキャビネットドアの上部クロスバーのヒンジ側から緑の
バックルストラップを取り外します (図 1-5)。

3. バックルを外して、右側のキャビネットドアの上部クロスバーのヒンジ側から緑の
バックルストラップを取り外します (図 1-5)。

4. キャビネットドアを閉めます。
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1.6.2 2 つのドアの付いたシステム (正面に 1 つ)

1.6.2.1 システムの正面での作業

1. 緑の保守用ストラップから I/O ケーブルの束を外し、エアプリナム上の黒のケーブル
ハンガーストラップにふたたび固定します。

2. 緑のケーブルストラップ (No. 6) を左側のキャビネットドアに固定している 2 本のね
じを外し、緑のストラップは今後も使用するために保管します。

3. 2 本のねじを元の位置に取り付けます。

4. 緑のケーブルストラップ (No. 6) を緑のケーブル管理留め具に固定している 2 本のね
じを外し、ストラップとねじは今後も使用するために保管します。

5. 緑のケーブル管理留め具をキャビネットに固定している 2 本のねじを外し、緑の留
め具とねじは今後も使用するために保管します (図 1-6)。

6. キャビネットドアを閉めます。

1.6.2.2 システムの背面での作業

ドアの上部クロスバーに取り付ける緑のバックルストラップ (No. 2) のバックルが付
いた端の長さは約 43.2 cm (17.0 インチ) です。ケーブルの固定に使用するもう一方の
端の長さは約 30.5 cm (12.0 インチ) です。 

1. 緑の保守用ストラップから I/O ケーブルの束を外し、エアプリナム上の黒のケーブル
ハンガーストラップにふたたび固定します。

2. バックルを外し、キャビネットドアの上部クロスバーのヒンジ側から緑のストラップ
を取り外します (図 1-5)。

3. 緑のケーブルストラップ (No. 6) を緑のケーブル管理留め具に固定している 2 本のね
じを外し、ストラップとねじは今後も使用するために保管します。

4. 緑のケーブル管理留め具をキャビネットに固定している 2 本のねじを外し、緑の留
め具とねじは今後も使用するために保管します (図 1-6)。

5. キャビネットドアを閉めます。
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